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1 川端康成『雪国』新潮社 1947, p.173 
2 震災があったのは学部４年になる直前であり、直後の卒業制作では震災に関連する体験を意図的に避け
 
















































































































                                                       
4 私がこの物語を読んだのは、震災時「山の秘密」に出会った後であった。物語に登場する山々が、私が
見た山の情景と重なり、物語を深く理解することができた。 
































                                                       











































































































	 一方でこれらが描かれたのは《代々木付近》が 1915 年 10 月 15 日、《道路と土手と塀》同











                                                       
12 東京国立近代美術館編『現代の眼 605』美術出版社 2014, pp.10〜11	 沢山遼「泥は時間を巻き戻す」 
13 岸田劉生『美の本体』講談社 1985, p.139  
14 国立近代美術館編『岸田劉生展図録』朝日新聞社 1979	 出品目録より 
 





















                                                       
15 私にとって、デッサンは空間把握の手段であり、主観的な絵画表現にはどうしても至ることがない。 
 
図 5	 岸田劉生 
《冬の崖上の道》 1915（モノクロ図
 
図 6	 筆者作《自画像》鉛筆他 2011 
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17 小林秀雄『近代絵画』1969,	p.48 
 























                                                       
18 ここで私が言う彫刻的とは、従来の美術用語での意味ではない。私が抱いた造形衝動と比較している。 
 
































































                                                       

















22 ポーラ美術館学芸部編『セザンヌ−近代絵画の父になるまで』2015, p.78 
 
図 12	 ポール・セザンヌ 
《芸術家の息子の肖像》 1881〜82 
 









































図 13a                                  	 	 	 	 	 	 	 	  図 13b 
  



















































































図 14a	 ポール・セザンヌ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 14b 










































































































































































































                                                       
29 小林秀雄『近代絵画』1969, p.35 
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31 『アンソニー・カロ展』東京都現代美術館 1995, p.84 斎藤泰嘉「アンソニー・カロ−−リアリティの追
求者」 
 
図 19	 アンソニー・カロ《アフター・オリンピア》1986~87 
 













































                                                       
32 『アンソニー・カロ展』東京都現代美術館 1995, p.86 斎藤泰嘉「アンソニー・カロ−−リアリティの追
求者」 
 









































































































































                                                       
35 東京藝術大学彫刻科学部 1 年次の実習では、石彫も木彫も一切の電動工具を使わずに全て手作業で行う。
グラインダーを使用することによって石を切ることはできる。 
 






















	 では、木が木材となった時はどうか。原木37を扱う材木問屋では、扱いやすい 4〜2m くらい
に切り出されたままの状態で積まれている（図 26）。切られた丸太から、生えていた時の様相
を想像することは難しい。ここでは生命としての木と、素材としての材木のあり方が混在してい





図 24	 独特な断面 
 
図 25	 巨大な檜 
 

















































	 	 	 	  












図 27	 筆者作《小さな欠片−The 
fool on the hill−》檜、アクリル絵
具	 2012 
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40 視力検査においては 2.0 の視力があったと記憶している。 
41 厳密に言えば、オーストラリアで見た天の川は南半球から見たものであって、図 30 とは異なる。 
 























































                                                       
42 両者はともに平櫛田中による彫刻のコレクションとして、東京芸術大学大学美術館に田中本人によって
 
図 31	 佐藤朝山《牝牛》1926 
 
































                                                                                                                                                                             
寄贈されている。第 9 回アトリエの末裔あるいは未来展（2014）の際に、佐藤朝山の《牝牛》を間近で見
る機会があった。《星取り−雄牛−》はその経験を経て同展覧会に出品したものである。 
43 『甦る近代彫刻の鬼才 佐藤朝山展』井原市立田中美術館、小平市平櫛田中美術館 2006. P.94 
44  同上 p.118 


















































































                                                       
48 中原佑介編著『ヒトはなぜ絵を描くのか』フィルムアート社 2001, p.210 
49 同上 p.207 
50 同上 p.31 
51 同上 p.36 
 























                                                       




54 同上 p.86 
 















図 35	 裏面には丸棒が突き出ている 
 























































	 若林は 1973 年に文化庁芸術家在外研修員としてパリに渡り、エジプトのピラミッドを始め、
旧石器時代の洞窟壁画などを集中的に研究している56。彼は洞窟の手形について、「これは明ら
                                                       
56 『若林奮−VALLYS』横須賀美術館	 2008, pp.117~121 淀井彩子「VALLYS・谷へ」にその旅の詳細
が詳しい。 
 
























                                                       
57 中原佑介編著『ヒトはなぜ絵を描くのか』フィルムアート社 2001, p.112 
58 『若林奮』国立近代美術館 1987, p.22 
59 『若林奮−VALLYS』横須賀美術館	 2008, p120 
 




















図 39	 筆者作《山と私の間についてⅠ〜Ⅲ》2015	 イチイ 
 
図 40	 《山と私の間についてⅠ》 
 










	            















図 42	 《山と私の間についてⅠ》別角度	 	 	   
 

















































                                                       
60 林道郎『絵画は二度死ぬ、あるいは死なない』ART TRACE 2003, p.13  
 
























                                                       
61 中原佑介編著『ヒトはなぜ絵を描くのか』フィルムアート社 2001, p.102 






































	   



























                                                       
64 『生誕 100 年	 松田正平展』山口県立美術館、神奈川県立近代美術館 2013, p.25 
 
図 47	 松田正平《周防灘朝日》1979 
 
図 48	 松田正平《周防灘風景》1979 
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図 50	 筆者作《空線》山の稜線から始まる傾斜 
 
























































                                                       
68 実際に天の川銀河の全体像を捉えるために、カメラを打ち上げるとするとどのくらいの時間がかかるだ




図 30	 夏の天の川 
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69 『Newton 別冊	 よくわかる天の川銀河系』ニュートンプレス 2008, pp.8~9 
 


















図 53	 筆者作《銀河と私の間について》 
ねじれのある木、朴、樟、イチイ、チョーク 2015	  
 
















図 55	 切ってできた断面 
	 	
図 56	 ハーシェルの望遠鏡のかたち 
 
 







































図 58	 パルテノン神殿東破風彫刻（左辺）前 438~432 
 
 
図 59	 筆者作《星取り−天の川−》 
朴、イチョウ	 2015~2016 
 














































































                                                       























                                                       
72 実は私は、当初リーフレットの英語訳版を使用し訳を試みたために、hirsch＝stag となり、クワガタ虫




図 61	 ヨーゼフ・ボイス 

































                                                       
73 武蔵野美術大学平成 5 年度共同研究会編『芸術の社会性−ヨーゼフ・ボイスからの投影』武蔵野美術大






















































































                                                       
75 当時藝大で教鞭をとっていた彫刻家の伊東傀による懐述によれば、大学院の二年間という比較的長期間















































































































図 63	 切通しの影の造形 
 






















                                                       
79 人間が木という素材に介入することでしか生まれ得ない、独特の断面であるという意味。 
 












は後者の手法で作られた（図 66、図 67）81。 
	 	 	 	 	 	 	  
                                                       






図 66	 箱型に板材を組み合わせる  
 
図 67	 木では出しづらいボリューム 
 
図 68	 境目に谷間ができる 
 























 その時、空間と鑑賞者の内面双方に響いているものが「彫刻の抵抗感」である。  





図 70	 谷間を埋める 
 
図 71	 寄木の歪みでできた隙間を埋める 
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図 73	 変化した正面	  
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図 2、4、5：国立近代美術館編『岸田劉生展図録』朝日新聞社 1979 
図 7：国立近代美術館編『岸田劉生展図録』朝日新聞社 1979 を元に筆者が手を加え作成 




新聞 1999 を元に筆者が手を加え作成 
図 12：森アーツセンターギャラリー『こども展 名画に見るこどもと画家の絆』ポストカード 2014 













図 19：Giovanni Carandente, Caro at the Trajan markets, Rome. Lund Humphries, 
London, 1993 
図 20、59：水田徹編『世界美術大全集４ ギリシア・クラシックとヘレニズム』小学館 1995 
図 21：東京都現代美術館編『アンソニー・カロ展』東京都現代美術館 1995 
図 30：水谷仁編『ニュートン別冊 よくわかる天の川銀河系』ニュートンプレス 2012 




図 33、34：中原祐介編著『ヒトはなぜ絵を描くのか』フィルムアート社 2001 
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図 37：横須賀美術館編『若林奮−VALLYS』横須賀美術館 2008 
図 38：東京国立近代美術館編『今日の作家 若林奮展』東京都国立近代美術館 1987 
図 43、44、45： Nicola Del Roscio, Cy Twombly Die Werkübersicht. Schirmer Mosel, 
 München, 2014 
図 46：Heiner Bastian, Cy Twombly Bilder Paintings 1952-1976 Volume I.  
Propyläen Verlag, Berlin, 1978 
図 47、48：山口県立美術館、神奈川県立近代美術館編『生誕 100 年 松田正平展』 
山口県立美術館、神奈川県立近代美術館 2013 
図 52：ヘザー・クーパー、ナイジェル・ヘンベスト 『ビジュアル版 天文学の歴史』 
図 53：筆者作、小俣英彦撮影 
日暮雅通訳、株式会社東洋書林 2008 
図 62: Marion Ackermann, Joseph Beuys: Parallelprozesse . Schirmer Mosel, 
München,2010 
図 63：新潮社編『山本正道作品集』新潮社 1989 










ジョワシャン・ガスケ	 與謝野文子訳『セザンヌ』株式会社求龍堂 1955 
フルトヴェングレル、ウルヒリス	 澤柳大五郎訳『ギリシア・ロマの彫刻』岩波書店 1956 
ハーバート・リード	 宇佐見英治訳『彫刻の芸術』みすず書房 1957 
小林秀雄『近代絵画』新潮社 1968 
ジョルジュ・バタイユ	 出口裕弘訳『ラスコーの壁画』二見書房 1975 
国立近代美術館編『岸田劉生展図録』朝日新聞社 1979 
高村光太郎『芸術論集	 緑色の太陽』岩波書店 1982 
岸田劉生『美の本体』講談社 1985 
北海道旭川美術館編『木の美	 彫刻と絵画のあいだ展』北海道立旭川美術館 1985 
東京国立近代美術館編『今日の作家	 若林奮展』東京都国立近代美術館 1987 
布施英利『脳の中の美術館』筑摩書房 1988 
新潮社編『山本正道作品集』新潮社 1989 








美術出版社編『美術手帖	 第 777 号	 新セザンヌ解剖学』美術出版社 1999 
中原祐介編著『ヒトはなぜ絵を描くのか』フィルムアート社 2001 
若林奮、前田英樹共著『対論・ ︎彫刻空間−物質と思考』書肆山田 2001 














水谷仁編『ニュートン別冊	 よくわかる天の川銀河系』ニュートンプレス 2012 




東京国立近代美術館編『現代の眼 605』美術出版社 2014 
西田善太編『BRUTUS	 特別編集	 日本美術が分かる。西洋美術が分かる。』マガジンハウス	
2014 
文化庁、東京国立博物館、奈良文化財研究所、朝日新聞社編『特別展「キトラ古墳壁画」』朝日
新聞社 2014 
椹木野衣『アウトサイダー・アート入門』株式会社幻冬舎 2015 
ポーラ美術館学芸部編『セザンヌ−近代絵画の父になるまで』ポーラ美術館 2015 
布施英利『遠近法がわかれば絵画がわかる』光文社 2016 
